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概 要 

 

昭和女子大学のあるまち、三軒茶屋と三宿。毎日のように利用している身近な場所である。

しかし、クラスの友人にきくと、意外と三軒茶屋、三宿で食事をしたり、遊んだりしていな

い。美味しいお店やフラッと散歩したくなる公園があるのに、知らない学生が多い。鶴田研

究室では、まちあるきや商店街と取り組んでいる活性化のイベントなど、まちと関わること

で三軒茶屋・三宿の楽しさ、魅力を実感している。下町のような人情ある商店街や住民の

方々、新しいことにチャレンジして起業したお店など、刺激も多い。この魅力を学生に伝え

たい。そして、まちの魅力を新しく住み始めた住民の方にも伝えたい、と考え、今回の提案

に至った。 

まず、「魅力的なまちとはどんなまちか？」という点からリサーチを開始した。「住みたい

街ランキング」で多くの人が住みたいと思う要素から、そして、三軒茶屋と三宿それぞれの

魅力と問題点も検証する。 

その結果、住みたい３つの条件が抽出され、三軒茶屋も三宿も条件は整っていることが確

認できた。しかし、それだけでは、他のまちとの違いが見えてこないと考え、「住みたい」

よりも「住んでよかった」ということが大切であり、「住んでよかった」と思う人は、まち

への「愛着」があると考えた。そして、まちへの愛着は、まちと関わること、つまりまちを

「体験」することが重要だということに気が付いた。 

まちを体験し、愛着もってもらうために、まちと関わっていない人たちをどうまちにつな

ぐかが課題となる。三軒茶屋・三宿での人と人、人とまちがつながる場とはどのような場で

あるか、その場は問題を抱えていないだろうか、と関係各所にリサーチを行った。 

まちや人とつながる場として、三軒茶屋には商店街やイベントが多数あり、空間としては

「ふれあい広場」や昔ながらの銭湯がある。三宿は商店街は１つであるが、誕生して数年、

個性的な店舗があつまり、世田谷パン祭りのような規模の大きなイベントで区外からも多

くの来街者を集めている。異なるまちの雰囲気をもつ２つのまちであるが、大学を挟んで並

びあうまちであり、２つのまち同志も連携しながら、魅力を発信していくと効果的である。 

 人と人、まちと人をつなぐために、鶴田研究室ではつながりの輪、「まちの輪」づくりに

力を注いでいる。町会や商店街といった地域の方々や企業とも連携しながら、既存のつなが

りも活かしつつ、新たな「まちの輪」をイベントを通して形成する手伝いをしている。この

「まちの輪」に新たに転入してきた住民や私たち学生のような昼間の住民も加えて「まちの

住民」として考え、「まちの輪」に加わってもらうために情報発信を行う。２つのまちのい

くつかのイベントでブログやチラシなど、イベントをきっかけに日常のまちの魅力を伝え

る情報発信を提案し、すでに実施してきた。効果はこれからであるが、今後も継続して試み

ていく予定ある。地域と大学はすでに連携し、取り組んでいるため、今後は行政の力も借り

て、さらなる魅力の伝達を行っていきたい。 
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三
軒
茶
屋
・
三
宿
の
目
指
す
ま
ち
の
姿
を
考
え
る

順
位

場
所

１
位

吉
祥
寺

２
位

中
目
黒

３
位

自
由
が
丘

４
位

中
野

５
位

池
袋


住
み
た
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
20
14
（
W
al
ke
r p
lu
s）


人
々
が
ま
ち
に
求
め
る
も
の

三
軒
茶
屋
・
三
宿
エ
リ
ア
は

ま
ち
に
求
め
る
条
件
が
整
っ
て
い
る
か
？

三
軒
茶
屋
と
三
宿
の
ま
ち
へ
提
案
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
人
々
が
も
つ
ま
ち
へ
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
か
ら
始
め
た
。

W
al
ke
r p
lu
s 
の
「
住
み
た
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
20
14
」
か
ら
人
々
が
ま
ち
に
求
め
て
い
る
も
の
を
挙
げ
、
更
に
三
軒
茶
屋
・
三
宿

な
ら
で
は
！
の
目
指
す
ま
ち
の
姿
を
考
え
る
。

利
便
性

整
っ
た
環
境

ま
ち
の
雰
囲
気

・
交
通
の
便
が
便
利

（
通
勤
・
通
学
な
ど
）

・
買
い
物
に
便
利

（
商
店
街
、
ス
ー
パ
ー
）

・
住
宅
街
が
閑
静

・
緑
が
多
い

（
公
園
や
緑
道
）

・
下
町
っ
ぽ
さ

・
お
し
ゃ
れ

1-
1.


利
便
性


整
っ
た
環
境


ま
ち
の
雰
囲
気

３
つ
の
条
件
か
ら
み
る
三
軒
茶
屋
・
三
宿
エ
リ
ア
の
特
徴

利
便
性

整
っ
た
環
境

ま
ち
の
雰
囲
気

三
軒
茶
屋

・
交
通
の
便
は
都
心
へ
ア

ク
セ
ス
し
や
す
い
。

（
渋
谷
へ
２
駅
）

・
買
い
物
で
は
ほ
と
ん
ど

の
物
が
揃
う
。
庶
民
派
の

お
店
や
商
店
街
が
多
い
。

だ
が
名
店
が
少
な
い
。

・
駅
か
ら
少
し
離
れ
る
と

閑
静
な
住
宅
地
が
広
が
っ

て
い
る
。

・
小
さ
な
公
園
が
い
く
つ

も
あ
る
。
緑
道
も
あ
り
、

憩
い
の
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ

て
い
る
。

・
下
町
っ
ぽ
さ
は
商
店
街

な
ど
昔
か
ら
あ
る
場
所
か

ら
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
お
し
ゃ
れ
な
お
店
も
多

く
、
華
や
か
で
お
し
ゃ
れ

な
街
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

も
た
れ
て
い
る
。

三
宿

・
交
通
の
便
は
三
軒
茶
屋

か
池
尻
大
橋
が
駅
に
な
る

た
め
駅
ま
で
行
く
の
に
15

分
ほ
ど
か
か
る
。

・
買
い
物
で
は
有
名
な
店

舗
は
あ
る
が
利
便
性
の
高

い
店
舗
は
少
な
い
。

・
駅
か
ら
離
れ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
閑
静
な
住
宅
地

が
広
が
っ
て
い
る
。

・
世
田
谷
公
園
も
あ
り
、

子
供
の
遊
び
場
と
な
っ
て

い
る
。

・
下
町
っ
ぽ
さ
は
な
い
。

・
隠
れ
家
的
ス
ポ
ッ
ト
や

お
し
ゃ
れ
な
レ
ス
ト
ラ
ン
、

カ
フ
ェ
が
多
く
、
三
軒
茶

屋
同
様
お
し
ゃ
れ
な
街
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
を
も
た
れ

て
い
る
。

■
三
軒
茶
屋
：
利
便
性
は
良
い
が
、
他
の
ま
ち
の
人
が
わ
ざ
わ
ざ
来
た
く
な
る
よ
う
な
店
舗
が
少
な
い
。

■
三
宿
：
利
便
性
の
面
で
は
欠
け
て
い
る
が
、
他
の
ま
ち
の
人
が
わ
ざ
わ
ざ
来
た
く
な
る
店
舗
が
多
い
。

■
公
園
や
緑
道
な
ど
環
境
は
２
つ
の
ま
ち
と
も
整
っ
て
お
り
、
異
な
る
ま
ち
の
雰
囲
気
を
も
つ
。

➡
三
軒
茶
屋
と
三
宿
、
２
つ
の
エ
リ
ア
を
あ
わ
せ
て
捉
え
る
こ
と
で
強
み
と
な
る
！

次
に
ま
ち
あ
る
き
を
通
し
て
２
つ
の
ま
ち
を
観
察
し
、
３
つ
の
条
件
か
ら
み
る
エ
リ
ア
の
特
徴
を
確
認
す
る
。

1-
2.

三
軒
茶
屋
・
三
宿
の
概
要
【
現
状
】

■
三
軒
茶
屋

■
三
宿

三
軒
茶
屋
・
三
宿
エ
リ
ア
の
位
置

2-
1. ・
世
田
谷
区
の
世
田
谷
地
域
東
部
に
位
置
し
、
目
黒
区
に
隣
接
。

・
三
軒
茶
屋
は
、
渋
谷
か
ら
東
急
田
園
都
市
線
で
2駅
。

・
世
田
谷
線
の
始
発
駅
。
バ
ス
へ
の
乗
換
も
便
利
。

・
三
軒
茶
屋
の
人
口
：
30
,7
53
人

（
せ
た
が
や
統
計
情
報
館
平
成
26
年
9月
1日
）

・
昼
間
人
口
：
49
,2
98
人
。
夜
間
人
口
：
31
,2
58
人

（
東
京
都
総
務
局
統
計
部
東
京
都
の
統
計
平
成
22
年
）

↓
通
勤
・
通
学
で
の
昼
間
の
ま
ち
利
用
者
が
多
い

・
三
軒
茶
屋
駅
か
ら
も
池
尻
大
橋
駅
か
ら
も
15
分
程
度
離
れ
て
い
る
。

・
閑
静
な
住
宅
街
が
広
が
る

・
三
宿
の
人
口
：
7,
97
3人
（
せ
た
が
や
統
計
情
報
館
平
成
26
年
9月
1日
）

・
昼
間
人
口
は
7,
03
4人
で
夜
間
人
口
は
7,
92
5人
で
あ
る
。

（
東
京
都
総
務
局
統
計
部
東
京
都
の
統
計
平
成
22
年
）

・
夜
間
人
口
の
方
が
多
い
の
で
、
通
勤
通
学
者
よ
り
も
居
住
者
の
方
が
多
い
。

・
こ
だ
わ
り
の
人
気
店
が
点
在
し
、
区
外
か
ら
も
訪
れ
る
人
が
多
い
。

世
田
谷
区
全
図

三
軒
茶
屋
・
三
宿
の
特
徴
①
商
店
街
と
イ
ベ
ン
ト

太
子
堂
商
店
街

下
の
谷
商
店
街

三
宿
四
二
〇
商
店
会
他

三
軒
茶
屋
駅

太
子
堂
八
幡
神
社

三
茶
ま
ち
道
楽
（
年
4回
）

「
住
ん
で
る
ま
ち
で
、
も
っ

と
遊
ぼ
う
。
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
太
子
堂
商
店
街
の
方
を

中
心
に
開
か
れ
る
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る
。

し
た
の
や
え
ん
に
ち
（
毎
年
11
月
）

下
の
谷
で
毎
年
行
わ
れ
る
「
も
ち
つ
き
大
会
」
に
合

わ
せ
て
20
07
年
か
ら
商
店
街
と
町
会
の
方
々
と
一
緒

に
鶴
田
研
究
室
で
企
画
・
運
営
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
。

例
大
祭
（
毎
年
10
月
、

第
2土
・
日
曜
）

神
社
の
境
内
、
参
道

そ
し
て
神
輿
が
練
り

歩
く
ま
ち
全
体
が
祭

り
の
会
場
と
な
る
。

神
輿
を
担
ぐ
の
は
三

軒
茶
屋
に
あ
る
7つ
の

町
会
。

世
田
谷
パ
ン
祭
り

（
毎
年
10
月
）

美
味
し
い
パ
ン
屋
と
パ
ン
好

き
が
集
ま
る
「
パ
ン
を
楽
し

む
祭
り
」
。
鶴
田
研
究
室
で

は
、
企
画
・
運
営
に
携
わ
り
、

パ
ン
だ
け
で
な
く
地
域
の
魅

力
の
発
信
に
も
力
を
入
れ
る
。

三
茶
de
大
道
芸

(毎
年
10
月
）

三
軒
茶
屋
駅
周
辺
、
キ
ャ

ロ
ッ
ト
タ
ワ
ー
、
周
辺
の
商

店
街
の
広
規
模
で
開
催
さ
れ

る
イ
ベ
ン
ト
。
ま
ち
全
体
が

「
ア
ー
ト
タ
ウ
ン
」
に
変
貌

し
、
お
よ
そ
10
0組
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
人
々
を
楽

し
ま
せ
て
い
る
。

三
軒
茶
屋
に
は
、
12
の
商
店
街
が
、
三
宿
に
は
三
宿
四
二
〇
商
店
会
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
ベ
ン
ト
等
、
活
性
化
へ
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
ま
ち
全
体
が
一
体
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
伝
統
的
な
「
例
大
祭
」
と
19
97
年
か
ら
は
じ

ま
っ
た
「
三
茶
de
大
道
芸
」
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
毎
年
10
月
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

鶴
田
研
究
室
で
は
、
下
の
谷
商
店
街
、
太
子
堂
商
店
街
、
三
宿
四
二
〇
商
店
会
と
共
に
ま
ち
の
活
性
化
を
図
り
、
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
・
運
営
等
に
関
わ
っ
て
い
る
。

2-
2.

三
軒
茶
屋
ま
ち
全
体
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ふ
れ
あ
い
広
場
で
の
イ
ベ
ン
ト

「
ぐ
る
り
瀬
戸
内
コ
ラ
ボ
フ
ェ
ス
タ
」

A:
 ふ
れ
あ
い
広
場

・
20
14
年
3月
、
茶
沢
通
り
に
面
し
て
整
備
さ
れ
た
世
田
谷
区
の
施
設

・
屋
根
が
あ
り
、
雨
の
日
で
も
安
心
し
て
利
用
可
能
。

・
平
日
は
主
に
人
々
の
休
憩
所
。
土
日
祝
日
に
は
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。

例
：
交
通
安
全
運
動
、
昭
和
女
子
大
学
と
の
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト
、
防
災
訓
練
な
ど

・
ふ
れ
あ
い
広
場
の
お
披
露
目
会
で
三
軒
茶
屋
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
コ
ン
テ
ス
ト
開
催
。

「
三
茶
の
さ
ん
ち
ゃ
ん
」
に
決
定
。

C:
 銭
湯
（
公
衆
浴
場
）

「
駒
の
湯
」
の
正
面

B:
 歩
行
者
天
国
（
茶
沢
通
り
）

・
日
曜
祝
日
13
時
か
ら
17
時
ま
で
。
太
子
堂
商
店
街
と
銀
座
商
店
街
が
通
り
に
面
す
る
。

2-
3.

・
三
軒
茶
屋
に
は
銭
湯
が
6か
所
あ
る
。
（
20
14
年
現
在
）

常
盤
湯
、
富
士
見
湯
、
千
代
乃
湯
、
駒
の
湯
、
弘
善
湯
、
栄
湯

・
季
節
の
趣
向
を
凝
ら
し
た
「
季
節
湯
」
を
実
施
。

5月
5日
の
菖
蒲
湯
、
10
の
ふ
ろ
ま
つ
り
、
12
月
冬
至
の
ゆ
ず
湯
、
年
明
け
早
朝
の
朝
湯

・
銭
湯
に
は
背
景
画
や
坪
庭
な
ど
が
あ
り
、
昔
な
が
ら
の
懐
か
し
い
風
景
が
見
ら
れ
る
。

・
世
田
谷
浴
場
組
合
主
催
「
世
田
谷
湯
屋
め
ぐ
り
」
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施
。

（
開
催
期
間
：
20
14
年
8月
か
ら
10
月
ま
で
）

三
軒
茶
屋
・
三
宿
の
特
徴
②
つ
な
が
る
場
（
三
軒
茶
屋
）

A
: I
ID
世
田
谷
も
の
づ
く
り
学
校

・
20
04
年
3月
に
廃
校
と
な
っ
た
旧
池
尻
中
学
校
の
跡
地
を
使
用
。

・
デ
ザ
イ
ン
、
建
築
、
映
像
、
食
、
ア
ー
ト
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
多
分
野
に

わ
た
る
ク
リ
エ
イ
タ
－
の
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。

・
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
体
感
出
来
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
し
て
い
る
。

・
カ
フ
ェ
も
あ
り
、
IID
で
働
く
ク
リ
エ
イ
タ
ー
や
地
域
の
方
々
の
憩
い
の
場

と
な
っ
て
い
る
。

↓
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
場
と
し
て
、
人
々
が
集
い
、
つ
な
が
る

B:
 せ
た
が
や
が
や
が
や
館
（
区
立
健
康
増
進
・
交
流
施
設
）

・
多
世
代
の
方
々
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
運
動
の
場
、
サ
ー
ク
ル
活
動
や
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
に
よ
り
利
用
者
同
士
の
交
流
が
図
れ
る
場
。

・
近
く
の
世
田
谷
公
園
を
活
用
し
た
、
健
康
づ
く
り
の
交
流
も
図
ら
れ
て
い
る
。

C:
 世
田
谷
公
園

・
噴
水
広
場
や
屋
外
プ
ー
ル
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
軟
式
野
球
場
、

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
広
場
な
ど
が
あ
り
、
施
設
が
充
実
し
た
区
立
の
公
園

・
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
「
ち
び
く
ろ
号
」
は
、
水
・
土
日
・
祝
日
運
行
。

毎
年
秋
に
は
「
せ
た
が
や
こ
ど
も
SL
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
る
。

・
公
園
内
の
「
世
田
谷
プ
レ
ー
パ
ー
ク
」
は
、

子
供
た
ち
の
冒
険
遊
び
場
、
外
遊
び
の
場
と
し
て
、
地
域
の
住
民
と
プ
レ
ー

リ
ー
ダ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
作
り
上
げ
て
い
る
。

↓
豊
か
な
自
然
と
多
世
代
が
ス
ポ
ー
ツ
＆
遊
び
を
通
し
て
、
つ
な
が
る

IID
世
田
谷
も
の
づ
く
り
学
校
の
入
り
口

「
世
田
谷
パ
ン
祭
り
20
14
」
の
会
場
と
し
て
も
活
用

2-
4.
三
軒
茶
屋
・
三
宿
の
特
徴
②
つ
な
が
る
場
（
三
宿
）

世
田
谷
公
園
の
噴
水
広
場

三
軒
茶
屋
・
三
宿
エ
リ
ア
は
、
「
住
み
た
い
街
」
と
し
て
の
3つ
の
条
件
は
整
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
こ
の
3つ
の
条
件
を
満
た
す
ま
ち
は
、
ほ
か
に
も
あ
る
！

さ
ら
に
魅
力
的
な
ま
ち
に
は
何
が
あ
る
の
か
？

三
軒
茶
屋
・
三
宿
を
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
ま
ち
」
へ

ま
ち
を
体
験
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
、
人
と
人
、
人
と
ま
ち
の
つ
な
が
り
、
輪
づ
く
り
で
あ
る
。

情
報
発
信
を
利
用
し
て
小
さ
な
輪
を
作
り
、
つ
な
が
り
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
々
に
ま
ち
で
の

経
験
を
増
や
し
て
も
ら
い
、
ま
ち
に
対
す
る
愛
着
を
も
っ
て
も
ら
う
。

そ
し
て
ま
ち
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
い
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
ま
ち
を
目
指
し
て

い
き
た
い
。

愛
着

体
験

2-
5. さ
ら
に
魅
力
的
な
ま
ち
で
あ
る
た
め
に
、
住
民
の
人
々
に
愛
着
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
！

最
近
、
住
民
の
人
々
の
ま
ち
に
対
す
る
満
足
度
が
低
い
よ
う
に
感
じ
る
。
私
た
ち
は
満
足
度
を
上
げ
る
た

め
に
ま
ち
に
対
す
る
愛
着
が
必
要
で
あ
る
。
愛
着
は
人
々
の
ま
ち
で
の
体
験
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
！

人
々
が
住
み
、
通
学
・
通
勤
の
た
め
利
用
す
る
ま
ち
に
お
い
て
、
さ
ら
に
魅
力
的
な
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に
必
要
な
の
が

「
ま
ち
の
輪
」
➡
人
と
人
、
人
と
ま
ち
、
ま
ち
と
ま
ち
を
つ
な
ぐ
も
の

「
ま
ち
の
輪
」
を
生
み
出
す
情
報
発
信
の
提
案

「
ま
ち
の
輪
」
の
イ
メ
ー
ジ

三
軒
茶
屋
・
三
宿
を
対
象
と
し
た
提
案

3-
1. ①

既
存
の
「
ま
ち
の
輪
」
の
存
在

ま
ち
に
は
、
町
会
で
の
住
民
の
つ
な
が
り
や
、
商
店
街

の
つ
な
が
り
な
ど
、
も
と
も
と
そ
の
ま
ち
の
輪
が
い
く
つ

も
あ
る
。

②
既
存
の
「
ま
ち
の
輪
」
が
崩
れ
か
か
っ
て
い
る

新
し
い
住
民
と
し
て
特
に
若
い
世
代
が
転
入
し
て
く
る

と
、
町
会
の
活
動
に
参
加
し
な
い
こ
と
や
昼
間
、
ま
ち
を

利
用
し
な
い
こ
と
が
発
生
。

➡
人
と
の
つ
な
が
り
、
ま
ち
と
の
つ
な
が
り
が
薄
れ
る
。

③
新
た
な
「
ま
ち
の
輪
」
の
創
出

公
共
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
等
を
中
心
と
す
る
新
た
な
「
ま

ち
の
輪
」
も
生
ま
れ
て
い
る
。

し
か
し
…

■
問
題
点

➡
ま
ち
の
輪
に
所
属
し
て
い
る
も
の
の
、
関
わ
り
を
も
た

な
い
人
が
多
い
。

ま
ち町
会

町
会

町
会

町
会

町
会

商
店
街

商
店
街商
店
街

祭
り

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

昼
間
の
ま
ち
の
利
用
者
（
働
く
人
や
遊
び
に
来
た
人
、
学
生
・
生
徒
等
）
も
従
来
の
住
民
に
加
え
て
「
ま
ち
の
住
民
」
と
し
、

➡
三
軒
茶
屋
・
三
宿
の
ま
ち
の
住
民
へ
新
た
な
「
ま
ち
の
輪
」
づ
く
り
を
提
案
す
る
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①
既
存
の
「
ま
ち
の
輪
」

新
し
い
住
民

昔
か
ら
の
住
民

ま
ち
の
利
用
者

働
く
人
、
遊
び
に
来
た
人
、
学
生
・
生
徒
等

以
前
は
、
ま
ち
に
住
む
人
々
が
町
会
や
お
祭

り
を
通
し
て
、
積
極
的
に
自
分
の
ま
ち
に
関

わ
っ
て
い
た
。

商
店
街
は
賑
わ
い
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
幅
広
い
世
代
が
ま
ち
な
か
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
機
会
が
あ
っ
た
。

既
存
の
「
ま
ち
の
輪
」
を
通
し
て
、
隣
近
所
、

住
民
の
し
っ
か
り
と
し
た
つ
な
が
り
が
あ
っ

た
。

町
会

商
店
街

お
祭
り

ま
ち

「
ま
ち
の
輪
」
の
変
化

既
存
の
輪

崩
れ
か
か
っ
て
い
る
輪

新
し
く
形
成
さ
れ
る
輪

「
ま
ち
の
輪
」
の
違
い

「
ま
ち
の
住
民
」
の
タ
イ
プ

3-
2.

②
既
存
の
輪
が
崩
れ
つ
つ
あ
る

③
新
た
な
輪
を
生
み
出
す

町
会

商
店
街

お
祭
り

従
来
の
住
民
の
世
代
交
代
や
新
た
に
転
入
し
て

き
た
住
民
の
存
在
、
職
場
や
学
ぶ
場
と
し
て
の

通
勤
・
通
学
で
昼
間
の
み
滞
在
す
る
人
や
遊
ぶ

た
め
に
立
ち
寄
る
来
街
者
な
ど
、
ま
ち
の
利
用

者
が
混
在
す
る
よ
う
に
な
る
。

➡
昔
か
ら
存
在
す
る
「
ま
ち
の
輪
」
に
新
し
い

人
が
入
り
に
く
く
な
り
、
参
加
は
ご
く
一
部
と

な
る
。
輪
の
継
続
が
困
難
な
場
合
も
。

イ
ベ
ン
ト
や
公
共
施
設
が
中
心
と
な
り
、
新
た
な

「
ま
ち
の
輪
」
が
創
出
さ
れ
る
。
し
か
し
…

■
問
題
点
！

新
た
な
「
ま
ち
の
輪
」
に
も
参
加
し
な
い
「
ま

ち
の
住
民
」
が
多
く
存
在
す
る
。

も
と
も
と
あ
っ
た
「
ま
ち
の
輪
」
も
人
不
足
の

た
め
、
崩
壊
し
か
け
て
い
る
。

「
ま
ち
の
輪
」
に
入
っ
て
い
な
い
「
ま
ち
の
住
民
」
へ
ま
ち
で
つ
な
が
る
楽
し
さ
、
魅
力
を
伝
え
、
輪
に
入
っ
て
も
ら
う
。
輪

に
加
わ
り
、
ま
ち
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
ま
ち
へ
の
愛
着
を
も
っ
て
も
ら
う
。
そ
の
た
め
の
「
情
報
発
信
」
が
重
要
！

ま
ち

■
提
案
：

公
共
施
設

町
会

お
祭
り

イ
ベ
ン
ト

商
店
街

ま
ち

体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
々
に
ま
ち
へ
の
愛
着
が
生
ま
れ
、

住
ん
で
よ
か
っ
た
ま
ち
へ
！
！

結
果
と
し
て
人
々
の
生
活
、
ま
ち
の
充
実
へ
と
つ
な
が
る
！
！

情
報
発
信
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
「
ま
ち
の
小
さ
な
輪
」

三
宿

三
宿
三
色
パ
ン

公
園
の
売
店

か
き
氷

パ
ン
祭
り

地
域
向
け
チ
ラ
シ

せ
た
が
や

が
や
が
や
館

三
茶

ま
ち
ゼ
ミ

サ
バ
サ
ン
ド

チ
ラ
シ

銭
湯

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

マ
チ
コ
ト

タ
マ

ブ
ロ
グ

タ
マ

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

3-
3.

「
ま
ち
の
輪
」
に
入
っ
て
い
な
い
「
ま
ち
の
住
民
」
へ
「
ま
ち
の
輪
」
の
存
在
を
伝
え
る
「
情
報
発
信
」
と
新
た
な
「
ま

ち
の
輪
」
を
提
案
。
大
学
生
に
も
も
っ
と
地
域
と
関
わ
り
、
ま
ち
を
利
用
し
て
ほ
し
い
！

➡
既
存
の
「
ま
ち
の
輪
」
に
新
た
な
参
加
者
を
加
え
る
た
め
に
「
小
さ
な
輪
」
を
つ
く
る
こ
と
で
入
り
や
す
く
す
る
。

こ
こ
で
、
三
軒
茶
屋
・
三
宿
エ
リ
ア
で
大
学
（
鶴
田
研
究
室
）
と
地
域
が
コ
ラ
ボ
し
て
実
施
し
て
い
る
事
例
を
紹
介
す
る
。

「
ま
ち
の
輪
」
に
参
加

・
大
型
ス
ー
パ
ー
や
チ
ェ
ー
ン
店
が
多
く
あ
る
た
め
商
店
街
の
利
用
者
(特
に
若
者
)が
減
少
。

・
渋
谷
等
の
繁
華
街
に
行
っ
て
し
ま
う
。

・
お
店
や
イ
ベ
ン
ト
を
活
用
し
き
れ
て
い
な
い
。

・
銭
湯
な
ど
昔
な
が
ら
の
お
店
の
減
少
。

お
店
が
あ
る
の
に
知
ら
な
い
が
故
、
利
用
に
至
っ
て
い
な
い
。

情
報
発
信
に
よ
り
も
っ
と
ま
ち
を
知
っ
て
も
ら
い
、
利
用
に
つ
な
げ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
。

小
さ
な
輪
が
生
ま
れ
る
！
！

つ
ま
り
…

だ
か
ら
…

そ
こ
で
人
が
出
会
い
…

そ
し
て
…
!!!
!!

三
軒
茶
屋
の
問
題
解
決
の
た
め
の
小
さ
な
「
ま
ち
の
輪
」

3-
4.
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地
域

太
子
堂
商
店
街

地
域
の
サ
ー
ク
ル

住
民

行
政

区
役
所
、
警
察
、

保
健
所
、

サ
ー
ビ
ス
公
社
、

出
張
所

大
学

昭
和
女
子
大
学

鶴
田
研
究
室

企
業

SO
N
Y

D
eN
A

チ
ラ
シ

ポ
ス
タ
ー

Fa
ce

Bo
ok

Tw
itt
er

サ
バ
サ
ン
ド

銭
湯

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

タ
マ

ブ
ロ
グ

マ
チ
コ
ト

タ
マ

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

ま
ち
ゼ
ミ

三
茶
エ
リ
ア
に
お
け
る
「
ま
ち
の
輪
」
と
情
報
発
信

3-
5.

企
業
×
地
域

商
店 街

SO
N
Y

学 生
来 街 者

リ
ア
ル
タ
マ
さ
が
し
ゲ
ー
ム
の
チ
ラ
シ

三
茶
の
小
さ
な
輪
①

タ
マ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

「
リ
ア
ル

タ
マ
さ
が
し
ゲ
ー
ム
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
商
店
街
で

実
施
さ
れ
た
。
商
店
街
内
に
隠
さ
れ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を

見
つ
け
て
景
品
を
Ｇ
Ｅ
Ｔ
す
る
ゲ
ー
ム
。

地
域
や
全
国
の
タ
マ
フ
ァ
ン
が
太
子
堂
商
店
街
に
足
を
運
び
、

商
店
街
内
を
歩
く
一
つ
の
き
っ
か
け
に
！
！

子
供
か
ら
大
人
ま
で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
き
っ
か
け
に
興
味
を
も
つ
。

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
通
じ
て
、
ま
ち
を
知
っ
て
も
ら
う

期
間
中
、
実
際
に
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｙ
担
当
者
の
方
と
地
域
の
子
供
と
共
に

「
リ
ア
ル

タ
マ
さ
が
し
ゲ
ー
ム
」
を
行
っ
た
。

三
茶
を
歩
き
回
り
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
！

商
店
街
で
行
う
こ
と
で
地
元
の
人
々
だ
け
で
な
く
来
街
者
の
方
々
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
。

店
や
場
所
の
新
た
な
発
見
を
し
て
も
ら
い
た
い
！

と
い
う
思
い
か
ら
こ
の
企
画
を
通
し
て

学
生
も
参
加
し
「
ま
ち
の
輪
」
を
広
げ
る

3-
6.

地
域
専
用
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
。

ま
ち
の
情
報
収
集
や
地
元
の
人
同
士
の
相
談
、
意
見
交
換
が
気

軽
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

住
ま
い
の
ま
ち
の
人
だ
け
と
実
名
で
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で

信
頼
で
き
る
情
報
の
交
換
が
行
わ
れ
、
お
互
い
便
利
な
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
。

完
全
無
料
で
相
談
、
意
見
交
換
、
防
災
・
防
犯
情
報
な
ど
の
共

有
が
で
き
る
地
域
の
人
だ
け
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。

商
店
街

D
eN
A

住
民

学
生

街
の
人
が
つ
く
る
街
の
情
報
サ
イ
ト

マ
チ
コ
ト

ht
tp
s:/
/w
w
w
.m
ac
hi
ko
to
.m
e/

地
域
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
広
げ
る
場

ち
ょ
っ
と
し
た
意
見
交
換
や
挨
拶
に
よ
っ
て
、
よ
り
住
み
や
す
い
ま
ち

を
作
る
こ
と
が
目
的
。

昼
間
の
ま
ち
の
住
民
で
あ
る
私
た
ち
学
生
も
住
民
登
録
を
行
い
、

地
域
の
方
と
情
報
を
交
換
。

企
業
×
地
域

三
茶
の
小
さ
な
輪
②

3-
7.

学
生
目
線
で
地
元
の
お
勧
め
ス
ポ
ッ
ト
、

お
店
や
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
提
供

サ
イ
ト
を
通
じ
て
、
ま
ち
の
住
民
と
し
て
情
報
発
信

学
生

商
店
街

住
民

来
街 者

ま
ち
ゼ
ミ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
様
子ま
ち
の
人
が
知
っ
て
得
す
る
よ
う
な
専
門
的
な
お
話
を

プ
ロ
の
方
に
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
頂
く
。

講
義
と
質
疑
応
答
で
1時
間
、
月
1回
程
度
行
う
。

少
人
数
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型
と
し
、
主
に
商
店
街
、

イ
ベ
ン
ト
「
ま
ち
道
楽
」
で
宣
伝
。

第
１
回
目
と
し
て
、
太
子
堂
商
店
街
の
葬
儀
屋
さ
ん
に

ま
ち
ゼ
ミ
を
お
こ
な
っ
て
い
た
だ
く
予
定
。

ま
ち
ゼ
ミ
：
お
し
え
て

!ま
ち
の
先
生

“お
し
え
て
!ま
ち
の
先
生
”と
い
う
名
前
は
、
地
域
の
方
々
に
名
前
で
目

に
留
め
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
、
提
案
。
ま
ず
は
こ
の
企
画
に
興
味
を

も
っ
て
も
ら
い
、
参
加
に
つ
な
が
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。

学
生
が
ま
ち
な
か
で
活
躍
し
て
い
る
“プ
ロ
”に
事
前
に
お
話
を
う
か

が
い
、
ま
ち
ゼ
ミ
の
企
画
・
宣
伝
方
法
を
考
案
。

三
茶
の
小
さ
な
輪
③

3-
8.

学
生
が
地
域
の
方
と
一
緒
に
企
画
の
ア
イ
デ
ア

を
出
し
、
チ
ラ
シ
や
SN

Sな
ど
で
告
知
す
る
。

ま
ち
ゼ
ミ
を
通
じ
て
、
ま
ち
を
知
っ
て
も
ら
う

■
「
ま
ち
の
先
生
」
は
地
域
の
方

第
1回

(予
定
）
：
葬
儀
屋
さ
ん

ゼ
ミ
内
容
(案

)：
葬
儀
で
の
マ
ナ
ー

第
2回
（
予
定
）
：
ス
ペ
イ
ン
料
理
店

ゼ
ミ
内
容
（
案
）
：
ア
ヒ
ー
ジ
ョ
を
作
ろ
う

■
ま
ち
ゼ
ミ
参
加
者
は
、
住
民
と
来
街
者
・
学
生
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学 生
商
店 街ト ル コ

住 民
来
街 者

黒
部

漁
協

サ
バ
サ
ン
ド

地
域
×
大
学

サ
バ
サ
ン
ド
と
チ
ラ
シ

イ
ベ
ン
ト
「
ま
ち
道
楽
」
で
ト
ル
コ
・
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
の

港
で
売
ら
れ
て
い
る
サ
バ
サ
ン
ド
を
販
売
。
普
段
聞
き
な
れ

な
い
サ
バ
サ
ン
ド
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
た
だ
食

べ
る
だ
け
で
な
く
、
サ
バ
サ
ン
ド
や
太
子
堂
商
店
街
・
ま
ち

道
楽
と
黒
部
漁
港
の
関
わ
り
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
の
が
私
た
ち
の
思
い
。

そ
の
情
報
を
私
た
ち
が
伝
え
る
こ
と
で
ま
ち
の
情
報
に
加
え

て
他
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
興
味
を
も
っ
て
も
ら

い
、
ま
た
来
た
い
と
思
う
情
報
を
提
供
を
し
た
い
。

サ
バ
サ
ン
ド
の
販
売
と
同
時
に
サ
バ
サ
ン
ド
に
関
す
る
チ
ラ
シ

を
作
成
・
配
布
。

サ
バ
サ
ン
ド
が
ど
う
い
っ
た
も
の
で
あ
る
か
、
商
店
街
や
ま
ち

道
楽
と
ど
う
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
を
掲
載
。

情
報
発
信
を
し
て
誰
も
が
読
み
や
す
い
チ
ラ
シ
に
な
る
よ
う
に

心
が
け
た
。

三
茶
の
小
さ
な
輪
④

3-
9.

サ
バ
サ
ン
ド
や
チ
ラ
シ
を

ツ
ー
ル
に
人
々
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
き
っ
か

け
を
つ
く
る
！

地
域
×
行
政

三
茶
に
は
昔
か
ら
多
く
の
銭
湯
が
あ
る
。
し

か
し
、
今
で
は
自
宅
に
お
風
呂
が
あ
る
の
が

当
た
り
前
に
な
っ
た
せ
い
か
年
々
利
用
者
(特

に
若
者
)が
減
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
銭
湯
を
利
用
す
る
と
ス
タ
ン
プ
が
も

ら
え
、
そ
れ
を
集
め
る
こ
と
で
銭
湯
Ｔ
シ
ャ

ツ
が
も
ら
え
る
と
い
う
企
画
を
実
施
中
。

ま
ち
の
ど
こ
に
銭
湯
が
あ
る
の
か
を
知
っ
て

も
ら
い
、
多
く
の
銭
湯
を
楽
し
く
利
用
し
て

も
ら
う
こ
と
が
目
的
。

住
民

来 街 者

区
役 所

銭
湯

経
営
者

銭
湯
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
台
紙

銭
湯
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

銭
湯
マ
ッ
プ

(マ
ッ
プ
内
の
・
が
銭
湯
)

三
茶
の
小
さ
な
輪
⑤

3-
10

.

浴
場

組
合

を
区

が
支

援

銭
湯
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
空
間
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
自
宅
の
お
風
呂
と
は
違

い
、
人
と
の
出
会
い
の
場
、
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
る
空
間
と
い

う
こ
と
を
利
用
者
に
再
認
識
し
て
も
ら
い
た
い
。

銭
湯
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
通
し
て
人
と
人
、
銭
湯
の
オ
ー
ナ
ー
と
行

政
や
利
用
者
が
繋
が
る
。

こ
の
繋
が
り
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
私
た
ち
が
マ
チ
コ
ト
や
タ
マ
ブ
ロ

グ
に
掲
載
し
て
情
報
発
信
を
行
う
。

銭
湯
巡
り
と
共
に
ま
ち
を
知
っ
て
も
ら
い
ま
ち
の
情
報
を
共
有
。

地
域
×
企
業
×
大
学

来 街 者

SO
N Y

学 生

商 店 街

八
幡
神
社
取
材
の
様
子

タ
マ
ブ
ロ
グ

月
に
1回
程
度
、
タ
マ
と
一
緒
に
散
歩
し
た

シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
ぬ
い
ぐ
る
み
を
入

れ
た
写
真
と
共
に
ま
ち
を
紹
介
す
る
。
実

際
に
、
私
た
ち
学
生
が
太
子
堂
商
店
街
の

お
店
や
三
茶
・
三
宿
エ
リ
ア
の
周
辺
地
域
、

イ
ベ
ン
ト
等
へ
行
っ
て
調
査
。

「
タ
マ
散
歩
ブ
ロ
グ
」
と
題
し
、
日
記
風

に
ブ
ロ
グ
を
更
新
。

商
店
街
・
De

NA
の
HP
や
大
学
の
ブ
ロ
グ
に

リ
ン
ク
を
貼
り
周
知
に
努
め
る
。

イ
ベ
ン
ト
ま
ち
道
楽

取
材
の
様
子

地
域
の
方
や
学
生
、
来
街
者
な
ど
多
く
の
人
に
太
子
堂
商
店
街
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

知
っ
て
も
ら
い
、
よ
り
ま
ち
の
魅
力
に
気
が
つ
い
て
も
ら
い
た
い
。
「
う
ち
の
タ
マ

知
り
ま
せ
ん
か
」
が
太
子
堂
商
店
街
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
だ
と
知
っ
て
も
ら
う
と
同
時

に
タ
マ
と
い
う
ひ
と
つ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
き
っ
か
け
に
ま
ち
と
関
わ
り
を
持
っ
て

も
ら
い
た
い
。

企
画
を
通
し
、
私
た
ち
学
生
が
企
業
や
商
店
街
と
連
携
し
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
力
も
借
り
て
、
ま
ち
の
魅
力
を
発
信
！

SN
Sを
活
用
し
て
多
く
の
人
に
三
茶
へ
の
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
。
地
域
の
人
は
も

ち
ろ
ん
来
街
者
へ
も
ま
ち
の
魅
力
を
発
信
で
き
る
。

三
茶
の
小
さ
な
輪
⑥

3-
11

.

区
外
向
け
の

イ
ベ
ン
ト
感

パ
ン
を
買
う
の
に
時
間
が
か
か
る

も
っ
と
地
域
の
人
に
利
用
し
て
も
ら
い
た
い

大
規
模
す
ぎ
て
地
域
住
民
が
敬
遠

い
つ
で
も

行
け
る
し
な
～

滞
在
時
間
を
延
ば
す

そ
の
場
限
り
の

イ
ベ
ン
ト
（
年
イ
チ
）

来
街
者

永
続
的
に
三
宿
の
町
へ

地
元
住
民

も
っ
と
楽
し
み
方
を
提
供

地
域
向
け
チ
ラ
シ
の
配
布

➡
新
た
な
ま
ち
の
楽
し
み
方
を
情
報

発
信
す
る

20
11
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
美
味
し
い
パ
ン
を
楽
し
む
世
田
谷
パ
ン
祭
り
。
徐
々

に
規
模
が
大
き
く
な
り
、
20
14
年
は
約
2万
人
の
集
客
を
集
め
た
世
田
谷
を
代
表

す
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

し
か
し
、
規
模
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
地
域
住
民
が
敬
遠
し
て
い
る
傾
向
が

見
受
け
ら
れ
る
。

世
田
谷
区
内
か
ら
の
来
場
者
数
、

ま
た
会
場
周
辺
エ
リ
ア
（
池
尻
1～
4

丁
目
、
三
宿
1～
2丁
目
）
の
来
場
者

が
少
な
い
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
て
い

る
。 『
世
田
谷
パ
ン
祭
り
本
部
実
行
委
員
会
』

調
べ

世
田
谷
パ
ン
祭
り
を
活
用
し
た
発
信

三
宿
の
小
さ
な
輪
①

3-
12

.

【
問
題
点
】
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三
宿
の
小
さ
な
輪
①

効
果
・
・
・

パ
ン
祭
り
を
き
っ
か
け
に
、
普
段
利
用
し
て
い
な
か
っ
た
施
設

や
店
舗
の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
い
、
日
常
で
利
用
し
て
も
ら
い

た
い
と
考
案
。

住
民

周
辺

施
設

学
生

パ
ン
祭

り
実
行

委
員

行
政
×
地
域
×
大
学
地
域
の
方
へ
ま
ち
の
情
報
発
信
：
チ
ラ
シ

パ
ン

パ
ン
祭
り
で
の
地
域
優
先
販

売
チ
ラ
シ
の
裏
面
に
学
生
が

取
材
し
た
地
域
情
報
を
掲
載
。

池
尻
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

か
ら
町
会
を
通
じ
て
、
地
域

の
方
々
へ
配
布
。

世
田
谷
パ
ン
祭
り
に
関
す
る
情
報
＋
周
辺
施
設
の
情
報

➡
新
た
な
ま
ち
の
楽
し
み
方
を
提
案

➡
人
々
の
暮
ら
し
に
彩
り
を
プ
ラ
ス
す
る
こ
と
で
、
ま

ち
の
魅
力
だ
け
で
な
く
、
「
ま
ち
の
輪
」
へ
加
わ
る
楽

し
み
も
伝
え
る
。

三
宿
の
小
さ
な
輪
②

世
田
谷
公
園

売
店
活
性
化
に
む
け
た
試
み
（
人
が
集
ま
る
場
所
を
目
指
す
）

「
人
が
い
る
の
か
分
か
ら
ず
近
寄
り
が
た
い
」
「
売
店
と
し
て
の
認
識
が
な
い
」
「
主
な
収
入
源
は
缶
ジ
ュ
ー
ス
の
自
販

機
」
と
言
わ
れ
て
い
た
ほ
ど
、
売
店
と
し
て
の
機
能
が
生
き
て
お
ら
ず
赤
字
経
営
で
廃
止
寸
前
だ
っ
た
世
田
谷
公
園
の
売
店

を
立
て
直
そ
う
！
と
世
田
谷
サ
ー
ビ
ス
公
社
と
昭
和
女
子
大
学
鶴
田
研
究
室
と
の
コ
ラ
ボ
に
よ
っ
て
、
【
人
が
集
ま
る
売

店
】
を
目
指
す
。

そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
夏
季
営
業
間
に
か
き
氷
の
販
売
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。

宣
伝
の
ポ
ス
タ
ー

カ
キ
氷
の
売
上
げ
デ
ー
タ

・
昨
年
度
売
上
げ
実
績
（
91
60
杯
/年
）

・
カ
キ
氷
が
売
店
全
体
売
上
げ
の
27
％
を
占
め
る

・
カ
キ
氷
販
売
前
年
度
と
今
年
度
販
売
実
績
の
比
較

（
売
店
全
体
の
売
上
げ
が
1.
5倍
U
P）

世
田
谷
サ
ー
ビ
ス
公
社
提
供

カ
キ
氷
の
販
売
に
よ
っ
て
、
来
園
者
の
売
店
の
認
知
度
ア
ッ
プ
（
購
入
者
が
カ
キ
氷
の
カ
ッ
プ

を
持
ち
歩
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
他
の
人
に
売
店
の
存
在
を
認
知
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
）

カ
キ
氷
の
販
売
力
に
つ
ら
れ
、
他
の
商
品
（
ア
イ
ス
コ
ー
ヒ
ー
や
菓
子
パ
ン
な
ど
）
の
売
上
げ

に
も
貢
献
し
た
。

【
問
題
点
】

世
田
谷
公
園
の
売
店
の
存
在
を
伝
え
る
情
報
発
信

3-
13

.

三
宿
の
小
さ
な
輪
②

カ
キ
氷
の
販
売
を
き
っ
か
け
に
、
売
店
の
売
上
げ
・
認
知
度
と
も
に
上
昇
。

売
店
を
中
心
と
し
て
さ
ら
に
公
園
に
人
が
集
ま
り
、
多
世
代
が
公
園
を
利
用
す
る
。

（
プ
ー
ル
に
向
か
う
子
供
た
ち
や
噴
水
前
で
日
焼
け
を
す
る
人
な
ど
元
々
公
園
を
利
用
し
て
い
た
人
を
中
心
に
）

住
民

学
生

売
店

サ
ー
ビ

ス
公
社

か
き 氷

世
田
谷
公
園
は
、
世
田
谷
パ
ン
祭
り
で
も
会

場
に
な
る
場
所
。

イ
ベ
ン
ト
来
場
者
（
特
に
地
域
住
民
）
に
は

ぜ
ひ
売
店
を
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
！

売
店
に
つ
い
て
は
【
地
域
情
報
チ
ラ
シ
】
に

掲
載
し
、
利
用
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

す
る
。

か
き
氷
は
10
月
ま
で
販
売
し
て
い
る
た
め
、

世
田
谷
パ
ン
祭
り
を
き
っ
か
け
に
新
た
な
顧

客
を
得
た
い
。

→
売
店
の
売
上
・
周
知
に
つ
な
げ
る
。

パ
ン
を
買
っ
た
あ
と
、
売
店
で
喉
を
潤
す
も

の
を
買
っ
て
、
世
田
谷
公
園
で
遊
ん
で
ほ
し

い
（
更
に
売
店
の
認
知
度
U
P・
冬
に
向
け

た
利
用
者
の
獲
得
）

効
果
・
・
・

行
政
×
大
学

公
園
の
売
店
の
活
性
化

当
初
、
取
り
組
み
の
パ
ネ
ル
を
売
店
に
掲
示

三
宿
の
小
さ
な
輪
③

三
宿
三
色
パ
ン
を
通
し
て
つ
な
が
る
輪

昭
和
女
子
大
学
現
代
教
養
学
科
で
は
、
世
田
谷
パ
ン
祭
り
で
三
宿
四
二
○
商
店
会
と
コ
ラ
ボ
を
し
て
三
宿
の
「
三
」
に
ち

な
ん
だ
三
宿
名
物
「
三
色
パ
ン
」
を
つ
く
る
企
画
が
パ
ン
祭
り
1年
目
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。
毎
年
、
商
店
会
に
あ
る
パ
ン

屋
2店
舗
と
企
画
、
販
売
を
し
て
い
る
。

今
年
は
パ
ン
を
通
し
て
三
宿
に
つ
い
て
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
、
も
っ
と
楽
し
ん
で
も
ら

い
た
い
と
い
う
思
い
を
込
め
た
。

ネ
ー
ミ
ン
グ
は
「
三
宿
サ
ン
サ
ク
パ
ン
」
と
し
家
族
三
世
代
で
三
宿
を
散
策
し
て
ほ
し
い
。

三
世
代
そ
れ
ぞ
れ
の
三
宿
散
策
を
提
案
！

今
回
の
提
案

三
宿
サ
ン
サ
ク
パ
ン

「
三
宿
サ
ン
サ
ク
パ
ン
」
に
込
め
た
想
い

子
ど
も
・
大
人
・
お
年
寄
り
三
世
代
の
三
宿
で
遊
ぶ
姿
を
イ
メ
ー
ジ
。

子
ど
も
に
は
公
園
で
元
気
に
遊
ん
で
食
べ
て
ほ
し
い
コ
ー
ン
&チ
ー
ズ
パ

ン
。
大
人
に
は
三
宿
の
お
店
め
ぐ
り
を
し
た
後
に
公
園
の
ベ
ン
チ
で
上

品
な
ア
ー
ル
グ
レ
イ
の
香
り
を
楽
し
む
紅
茶
&イ
チ
ジ
ク
の
ス
コ
ー
ン
。

お
年
寄
り
に
は
世
田
谷
区
立
健
康
増
進
・
交
流
施
設
せ
た
が
や
が
や
が

や
館
で
囲
碁
を
打
つ
合
間
に
つ
ま
む
黒
豆
&抹
茶
あ
ん
ぱ
ん
。
白
と
黒
で

囲
碁
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
。

三
宿
三
色
パ
ン
を
通
し
て
三
宿
の
魅
力
を
伝
え
る

3-
14

.
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商
店 会

学 生

住 民

来 街 者

三
宿
三
色
パ
ン
を
通
し
て

三
宿
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
！

三
色
パ
ン
購
入
の
際
に
チ
ラ
シ
の
配
布

同
時
に
三
宿
へ
の
散
策
の
提
案

三
宿
の
小
さ
な
輪
③

昭
和
女
子
大
学
の
学
生
と
商
店
会
の
お
店
が
コ
ラ
ボ

を
し
、
三
宿
三
色
パ
ン
を
作
成
。
今
回
は
公
園
や
せ

た
が
や

が
や
が
や
館
な
ど
の
区
内
の
施
設
と
関
連

し
た
イ
メ
ー
ジ
の
パ
ン
の
企
画
を
通
し
て
区
内
の
施

設
を
住
民
、
来
街
者
に
知
っ
て
も
ら
い
、
利
用
し
て

も
ら
う
。
こ
れ
ら
に
つ
な
が
り
が
で
き
、
輪
が
形
成

さ
れ
る
。

情
報
発
信

地
域
×
大
学

形
成
さ
れ
る
輪

学
生
が
作
成
し
た

・
三
宿
三
色
パ
ン
の
チ
ラ
シ
➡

・
店
頭
に
使
用
し
た
PO
P↓

三
宿
の
小
さ
な
輪
④

せ
た
が
や
が
や
が
や
館
集
ま
る
場
所
と
し
て
の
輪

せ
た
が
や
が
や
が
や
館
は
健
康
増
進
・
多
世
代
交
流
を
目
的
と
し
た
世
田
谷
区
民
の
た
め
の
施
設

が
や
が
や
館
の
利
用
人
数
（
平
成
25
年
度
）

総
数
：
93
,3
46
人

飲
食
店
：
26
,7
91
人

運
動
室
：
25
,6
38
人

娯
楽
室
：
3,
56
3人
（
マ
ー
ジ
ャ
ン
）

交
流
室
：
2,
99
1人
（
カ
ラ
オ
ケ
）

ロ
ビ
ー
：
9,
12
0人
（
マ
ッ
サ
ー
ジ
）

多
目
室
：
25
,2
43
人
（
団
体
利
用
）

65
歳
以
上
は
63
％
（
推
定
）

•
高
齢
者
の
方
の
健
康
づ
く
り
の
場
、
居
場
所

•
高
齢
者
の
方
の
集
ま
る
場
所
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
場
と
な
っ
て
い
る

•
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
豊
富
に
あ
る

•
区
内
在
住
65
才
以
上
の
方
は
1日
40
0円
で
運
動
室
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
可
能

•
月
に
1回
世
田
谷
公
園
で
朝
ヨ
ガ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催

•
娯
楽
室
で
は
麻
雀
が
楽
し
め
る

⇒
同
じ
趣
味
の
人
が
集
ま
る
場

現
状

•
交
流
室
は
大
型
の
部
屋
で
あ
る
が
、
利
用
者

が
少
な
い

•
夜
間
利
用
者
が
少
な
い

•
高
齢
者
の
利
用
者
の
割
合
が
多
く
、
他
世
代

と
の
交
流
は
あ
ま
り
な
い

マ
イ
ナ
ス
面

プ
ラ
ス
面

地
域
の
施
設
を
知
っ
て
も
ら
う
[せ
た
が
や
が
や
が
や
館
]

3-
15

.

情
報
発
信

よ
り
多
く
の
方
の
施
設
利
用
へ
と
つ
な
げ
る

提
案

パ
ン
祭
り
で
の
地
域
の
方
に
向
け
た
ま
ち
の
お
す
す
め
情

報
の
チ
ラ
シ
配
布
で
が
や
が
や
館
に
つ
い
て
も
紹
介

三
宿
の
小
さ
な
輪
④

が
や
が
や
館
を
中
心
に
住
民
が
集
ま
り
、
運
動
室

で
の
運
動
、
娯
楽
室
で
の
麻
雀
な
ど
の
趣
味
を
通

し
て
人
が
つ
な
が
る
場
と
な
っ
て
い
る
。
が
や
が

や
館
を
中
心
と
し
て
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
が
生

ま
れ
、
人
が
集
ま
る
輪
が
形
成
さ
れ
る
。

行
政
×
地
域

住
民

住
民

住
民

住
民

が
や
が

や
館

趣
味

形
成
さ
れ
る
輪

せ
た
が
や
が
や
が
や
館

集
ま
る
場
所
と
し
て
の
輪

が
や
が
や
館
で
の
取
材
時
に

三
茶

で
生

ま
れ

る
小

さ
い
輪

情
報

発
信

効
果

タ
マ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

SO
N
Y×
商
店
街
×
学
生
×
住
民
×
来
街
者

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
が
置
い
て
あ
る

場
所
を
辿
る
こ
と
で
商
店
街
を
発

信
す
る
こ
と
に
な
る
。

タ
マ
を
通
じ
て
幅
広
い
年
齢
層
の
つ

な
が
り
が
生
ま
れ
、
商
店
街
を
知
っ

て
も
ら
え
る
。

マ
チ
コ
ト

D
eN
A×
商
店
街
×
住
民
×
来
街
者
×
学
生

地
域
の
情
報
を
自
分
の
目
線
で
マ

チ
コ
ト
に
書
き
込
む
こ
と
で
情
報

を
発
信
す
る
。

ま
ち
の
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
人

と
人
の
信
頼
が
生
ま
れ
お
互
い
便
利

な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
。

お
し
え
て
！
ま
ち
の
先
生
！

商
店
街
×
学
生
×
住
民
×
来
街
者

お
店
の
人
と
直
接
会
話
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
お
店
の
人
も
人
々
に
発

信
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

お
店
の
人
と
来
た
お
客
さ
ん
同
士
の

交
流
が
生
ま
れ
る
。
知
ら
な
か
っ
た

情
報
も
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

サ
バ
サ
ン
ド
ち
ら
し

商
店
街
×
学
生
×
住
民
×
来
街
者
×
ト
ル
コ

×
黒
部
漁
港

サ
バ
サ
ン
ド
の
販
売
と
同
時
に
サ

バ
サ
ン
ド
に
関
す
る
チ
ラ
シ
を
作

成
し
、
配
布
。

サ
バ
サ
ン
ド
を
通
し
て
色
ん
な
情
報

も
知
る
こ
と
も
で
き
、
さ
ら
に
人
と

人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生

ま
れ
る
。

銭
湯
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

オ
ー
ナ
ー
×
区
役
所
×
住
民
×
来
街
者

銭
湯
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
集
め

る
こ
と
に
よ
っ
て
多
く
の
銭
湯
を

発
信
す
る

多
く
の
人
に
銭
湯
の
楽
し
さ
を
知
っ

て
も
ら
い
新
た
な
つ
な
が
り
が
生
ま

れ
る
。

タ
マ
ブ
ロ
グ

学
生
×
SO
N
Y×
住
民
×
商
店
街

月
に
1回
程
度
、
タ
マ
と
一
緒
に

散
歩
し
た
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
で

ぬ
い
ぐ
る
み
を
入
れ
た
写
真
と
共

に
ま
ち
を
ブ
ロ
グ
で
紹
介
す
る
。

タ
マ
ブ
ロ
グ
を
発
信
し
て
タ
マ
と
い

う
ひ
と
つ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
き
っ

か
け
に
ま
ち
と
関
わ
り
を
持
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
出
来
る
。

三
軒
茶
屋
に
お
け
る
「
ま
ち
の
輪
」
を
生
み
出
す
情
報
発
信
の
ま
と
め

4-
1.
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三
宿

で
生

ま
れ

る
小

さ
な
輪

情
報

発
信

の
仕

方
効

果

パ
ン
祭
り
地
域
向
け
チ
ラ
シ

パ
ン
祭
り
実
行
委
員
×
学
生
×
商
店
会
×

来
街
者
×
周
辺
施
設

世
田
谷
パ
ン
祭
り
へ
の
参
加
を
促

す
た
め
に
地
元
住
民
に
配
布
し
た

地
域
向
け
チ
ラ
シ
に
三
宿
周
辺
施

設
に
情
報
を
入
れ
る

三
宿
周
辺
の
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
新
た
な
ま
ち
の
楽
し
み
方
を
知
る

こ
と
が
出
来
る
。

世
田
谷
公
園
の
売
店

学
生
×
サ
ー
ビ
ス
公
社
×
住
民
×
売
店

パ
ン
祭
り
地
域
向
け
チ
ラ
シ
に
売

店
の
情
報
を
発
信

売
店
の
売
り
上
げ
も
UP
し
、
売
店
を
中
心

に
人
が
集
ま
る
公
園
に
出
来
る
。

三
宿
三
色
パ
ン

商
店
会
×
学
生
×
住
民
×
来
街
者
×
区
内

の
施
設

世
田
谷
パ
ン
ま
つ
り
で
三
色
パ
ン

購
入
の
際
に
三
宿
へ
の
散
歩
の
提

案
が
書
か
れ
た
チ
ラ
シ
を
配
布

区
内
の
施
設
を
知
っ
て
も
ら
い
活
用
す
る

こ
と
で
輪
が
広
が
る
。

せ
た
が
や
が
や
が
や
館

住
民
×
が
や
が
や
館

パ
ン
祭
り
地
域
向
け
チ
ラ
シ
に
が

や
が
や
館
の
情
報
を
発
信

が
や
が
や
館
に
訪
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
新

た
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
新
た
な
生

活
の
楽
し
み
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
出

来
る
。

4-
2.
三
宿
に
お
け
る
「
ま
ち
の
輪
」
を
生
み
出
す
情
報
発
信
の
ま
と
め

新
た
な
「
ま
ち
の
輪
」
や

「
ま
ち
の
輪
」
を
伝
え
る
情
報
発
信
に
よ
っ
て

あ
ら
た
な
「
ま
ち
の
住
民
」
が
「
ま
ち
の
輪
」
に
加
わ
る
と
➡

公
共
施
設

町
会

お
祭
り

イ
ベ
ン
ト

商
店
街

ま
ち

新
た
に
転
入
し
て
き
た
住
民

昼
間
の
住
民
：
働
く
人
、
遊
ぶ
人
、
学
生
・
生
徒

行
政

大
学

地
域

連
携
す
る
上
で
の
提
案

地
域
と
大
学
で
は
太
子
堂
商
店
街
で
行
わ
れ
て
い
る
ま
ち
道
楽
や
三
宿
で
行
わ
れ
て
い
る
世
田
谷
パ
ン
祭

り
な
ど
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
連
携
を
取
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
地
域
と
大
学
だ
け
で
で
き
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
は
積
極
的
な
行

政
と
の
連
携
が
必
要
と
考
え
る
。

例
え
ば
、
太
子
堂
商
店
街
と
銀
座
商
店
街
に
面
す
る
通
り
で
毎
週
日
曜
日
に
行
わ
れ
て
い
る
歩
行
者
天
国

の
時
間
の
延
長
で
あ
っ
た
り
、
誰
で
も
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
で
き
る
よ
う
、
場
所
の
貸
し
出
し
を
積
極
的
に

行
政
に
行
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
更
な
る
輪
の
広
が
り
を
も
つ
こ
と
が
出
来
る
。

そ
し
て
、
ま
ち
で
の
経
験
を
通
し
て
人
々
に
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
い
三
茶
・
三
宿
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
く
こ
と
が
目
標
で
あ
る
。

4-
3.

行
政
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地
域
×
大
学
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